
第六小学校

【目指す学校像】

【目指す児童・生
徒像】

【目指す教師像】

中期経営目標

№ 四つの柱 基本施策 今年度学校で重点を置く「具体的施策」
（令和４年度までの

３年間）
取組指標 成果指標

1 Ⅰ　健全育成 個性を認め合う教育の推進 人権教育の推進

市教育委員会人権行動
指針に基づき、自他を大
切にし、差別や偏見を許
さない学校づくり

・学校全体における言語環境
の整備
・学級活動などの実践的活動
・学校行事等の学年の枠を超
えた交流
・人権教育の研修等とおした、
教職員の人権感覚の見直し

「学校が楽しい」「暴力や相手を
傷つけることはしていない」と答
えた児童

A：3.5以上
B：3.2以上
C：3.0以上
D：3.0未満

2 Ⅰ　健全育成
規範意識や他人への思いやりな
ど豊かな心を育む教育の推進

規範意識と豊かな人間関係を育
む教育

児童が互いに認め合い、
児童と教師が信頼し合う
豊かな人間関係を育み、
規範意識や思いやりの
心を育てる

・校内研をとおした道徳
科授業の充実
・道徳科の全体、年間計
画、別葉の見直し
・「六小６つの『あ』」の指
導の徹底

「相手の気持ちを考え、助け合っ
て生活している」「六小６つの
『あ』を守っている」と答えた児童

A：3.5以上
B：3.2以上
C：3.0以上
D：3.0未満

3 Ⅰ　健全育成 いじめ問題への対応
いじめ防止対策推進基本方針
に基づいた取り組みの推進

いじめ対策防止委員会に
よるいじめの実態把握と
早期発見・対応を組織的
に行い、に、いじめ防止
のために自ら行動できる
児童を育てる

・児童一人一人が認められ
る学級づくり
・児童アンケートの実施
・児童会を中心にいじめ防
止活動の展開
・ＳＣによる５年全員面接
・教職員の週1回の情報共
有

「学校はいじめがなく安心でき
る」「先生は、良いところや頑張っ
たところを認めてくれる」と答えた
児童
A：3.5以上
B：3.2以上
C：3.0以上
D：3.0未満

4 Ⅱ　学力向上 確かな学力の育成
基礎的・基本的な学力の定着と
学ぶ意欲の向上

学習活動や授業展開を
工夫し、基礎的・基本的
な知識および技能の確
実な定着を図る

・授業改善推進プランの活
用
・算数習熟度別指導の充実
・東京ベーシックドリルの活
用
・朝学習の充実
・放課後タイムの実施

「すすんで考えたり発表したりで
きた」「友達と話し合ったり、学び
合ったりすることができた」と答え
た児童
A：3.5以上
B：3.2以上
C：3.0以上
D：3.0未満

5 Ⅱ　学力向上 確かな学力の育成
教員の授業改善、指導力の向
上の推進

学習活動や授業展開を
工夫し、自ら学び、考え、
主体的に判断し、よりよく
問題を解決する資質や
能力（思考力・判断力・表
現力）を育成する。

・ねらいを明確にした授
業の実施
・授業の流れが分かる板
書づくり
・自己評価、相互評価の
工夫

「勉強がわかる」と答えた児童

A：3.5以上
B：3.2以上
C：3.0以上
D：3.0未満

6 Ⅱ　学力向上 確かな学力の育成 家庭学習の積極的な展開

個々の児童の興味や関
心に基づく自主的な学習
を奨励して学習意欲を高
め、家庭での学習習慣を
身に付けさせる

・学年×１０＋１０分の家
庭学習の実施
・「六小家庭学習の手引
き」の活用

「学年×１０＋１０分の家庭
学習（宿題、自主学習）に取
り組んだ」と答えた児童
A：3.5以上
B：3.2以上
C：3.0以上
D：3.0未満

7 Ⅱ　学力向上 確かな学力の育成
ＩＣＴ機器活用等による多様な指
導方法の工夫

問題を主体的に取り組む
態度、ＩＣＴ機器を活用し
てよりよい社会を築いて
いこうとする態度の育成
を図るとともに、教科学
習の学びの定着を図る

・ＩＣＴ機器を活用した授
業の実施
・アンプラグドプログラミン
グ学習の実施
・プログラミング教育研修
の実施

「問題を解決するために、自分の
考えをもつことができた」「自分の
考えを筋道立てて、説明すること
ができた」と答えた児童
A：3.5以上
B：3.2以上
C：3.0以上
D：3.0未満

8
Ⅲ　教育環境の整
備

体験的な活動
地域や外部人材を生かした体験
活動の充実

地域の人的、物的資源を
活用した体験活動の充
実を図り、地域社会の一
員としての自覚と地域に
対する愛情を育てる

・地域資源を生かした授
業の実施（各学年１回）

「学校は、地域の人材や特
色を生かした活動を行って
いる」と答えた保護者
A：3.5以上
B：3.2以上
C:3.0以上
D：3.0未満

9
Ⅲ　教育環境の整
備

特別支援教育の充実 特別支援教育の充実

特別支援教育に対する
理解を深め、個に応じた
支援の充実、「共に生き
る」仲間としての意識を育
てる

・ＵＤの授業の実施
・研修会の実施
・校内委員会の充実
・生活指導連絡会の充実
・特別支援教室、通級、通常
級教員、ＳＣ等の連携の充
実

「個に応じた特別支援教育
が行われている」と答えた保
護者
A：3.5以上
B：3.2以上
C：3.0以上
D：3.0未満

10

オリンピック・パラリ
ンピックの精神を
生かした教育の充
実

４×４の取組 ４×４の取組

オリンピック・パラリンピッ
ク教育を充実させるととも
に、東京大会のレガシー
を受け継いでいく意識を
育てる

各教科をとおして、
・日本の伝統文化に触れ
る
・自国や世界の人々の生
活や文化についての理
解を深める

「オリンピック・パラリンピック
について学んだ」と答えた児
童
A：3.5以上
B：3.2以上
C：3.0以上
D：3.0未満

（１年間）

・オリンピック・パラリンピックについて
勉強した。【３．７】

論理的な思考の育成を図
るとともに、個に応じた学
習と学習の定着をはかる
授業を実施する

各教科等の指導計画に
基づき、地域人材や地域
の特色を生かした体験活
動を取り入れた効果的な
授業を実施する

特別支援l校内委員会、
生活指導部会を計画的に
実施し、特別な支援を要
する児童への個別支援の
充実を図る

全教育活動を通して、互いの
よさや立場を尊重し合える心
情が育つよう努め、集団での
自分の立場と責任を自覚し、
互いに協力して行動しようと
する態度を育てる。

道徳科授業の充実、全教
職員の共通理解のもと、
「六小６つの『あ』」の指導
を徹底し、基本的習慣や
規範意識を育てる

自尊感情や自己肯定感
を高められる、児童一人
一人が認められ、生かさ
れる場活動の場、機会の
設定、互いのよさを認め
合う学級づくりを行う

「分かる、できる、楽しい
授業、使える、つくる能力
を育む授業」の実施

児童

「学習者の基本は学習者
の学習意欲」を授業の基
盤と意識し、主体的・対話
的で深い学びある授業改
善を図る

学年の発達段階に合った
課題を与えるとともに、自
主学習を奨励し家庭での
学習習慣を育てる

・先生は、勉強を分かりやすく教えて
くれる。【３．８】

・すすんで考えたり発表したりでき
た。【３．４】
・友達と話し合ったり、学び合ったりす
ることができた。【３．７】

・教育活動を通して、子供にきまりを
守る意識や基本的生活習慣を身に
付けさせている。【３．４】

・道徳教育や生活指導、人権教育を
通して、いじめの防止に努めている。
【３．１】
・一人一人の子供の個性やよさを見
出し、伸ばそうと努めている。【３．０】

・子供たちに基礎的・基本的な学力を
身に付けさせている。【３．４】
・算数習熟度別指導など、子供一人
一人に応じた指導を工夫している。
【３．２】

各教科や領域で４×４の
取組を意識した活動を行
い、スポーツ志向、障害
者理解、日本人としての
自覚等の「５つの資質」を
養う

・指導法や教材を工夫し、子供たちに
分かりやすい授業を行っている。【３．
２】

・相手の気持ちを考え、助け合って生
活している。【３．５】
・六小６つの『あ』を守っている。
【３．５】

・学校はいじめがなく安心できる。
【３．５】
・先生は、良いところや頑張ったとこ
ろを認めてくれる。【３．７】

・指導法や教材を工夫し、論理的思
考、創造性を育成している。【３．２】

・すずらん教室、ことば・きこえの教室
が設置されている利点を生かし、一
人一人の子供に応じた特別支援教
育をすすめている。【３．４】

・すすんで新しい取り組みを行い、教
育の改善に努めている。【３．０】

・学年×１０＋１０分の家庭学習（宿
題、自主学習）に取り組んだ。【３．４】

・問題を解決するために、自分の考
えをもつことができた。【３．４】
・自分の考えを筋道立てて、説明する
ことができた。【３．４】

　

・先生は、勉強を分かりやすく教えて
くれる。【３．８】

・学年×１０＋１０分の家庭学習（宿
題、自主学習）に取り組み、家庭学習
の習慣化を図っている。【３．２】

短期経営目標 評価指標・評価基準

前年度までの学校経営上の成果と課題

学校教育目標

〇考える子
〇助け合う子
○元気な子
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育
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東久留米市第２次教育振興基本計画 評価内容【アンケート結果】

保護者

・学校は楽しい【３．６】
・暴力や相手を傷つけることはしてい
ない。【３．６】

教職員

 
・児童一人一人の良さや成長を認め、伸
ばす教育を行っている。  【３．６】
・よびすて・暴力・暴言を許さない指導を
行っている。【３．５】

・一人一人の子供の個性やよさを見
出し、伸ばそうと努めている。【３．０】

令和２年度　東久留米市立

【成果】◇落ち着いた温かい支持的風土の学年・学級集団の形成　◇児童の基本的な学習習慣・学習規律、規範意識の定着　◇よりよい学校生活を目指して児童が主体的に行動しようとする意識の向上　◇地域の人材や環境を生かした体験
的活動の推進　◇外国語活動の授業研究成果を生かした授業
【課題】◇基礎学力の定着　◇教科横断的な学習指導　◇特別支援教室との連携による個に応じた指導の推進　　◇オリンピック・パラリンピック教育の推進　◇効果的な組織運営

子供の幸せを育む学校～今を輝き、明日の笑顔を創る～

人間味あふれ、自ら考え、自ら学ぶ子供

人間味あふれる教職員～感性を磨く～

学校経営推進計画についての評価報告書

・情報機器を積極的に活用している。
【３．５】
・問題解決型の授業をとおして、論理
的思考、創造性を育成している。
【３．３】

・児童の実態の把握に努めるととも
に、配慮が必要な児童については共
通理解を図り、組織として対応してい
る。　【３．７】
・校内体制が整備され校内委員会が
機能している。【３．７】

・「オリンピック・パラリンピック教育」
指導計画に沿って指導を行ってい
る。【３．０】

・児童一人一人の良さや成長を認め、伸
ばす教育を行っている。【３．６】
・安全指導や避難訓練等が実態に即して
計画的に実施されている。【３．４】
・六小「６つのあ」を重点指導している。
【３．８】

・児童には、道徳的心情や判断力、
道徳的実践力が育っている。【３．２】
・児童一人一人の良さや成長を認
め、伸ばす教育を行っている。
【３．６】

・習熟度別指導では、指導の進度や
教材など習熟度に沿った内容を工夫
している。【３．４】
・「放課後タイム」を活用し、基礎・基
本の定着が見られた。【３．１】

・週案に基づき、ねらいを明確にした
授業を展開している。【３．７】
・自力解決・グループ発表など学習形
態を工夫し、交流と学びあいを重視し
ている。【３．５】

・宿題の他に自主学習を通し、自分
の課題に応じた家庭学習の習慣化を
図っている。【３．２】

※今年度は、新型コロナウイルス感染症防止対策により、実施した学年と実施できなった学年があるため、全

体の評価は実施していません。


